
■ プログラム　13：00 開 会

講　演 「地域の投資で街をつくる サイエンスパークの挑戦」
 　　　　　　講師／山中 大介氏 YAMAGATA DESIGN（株）代表取締役

発表会  庄内地域の６チームかいぜん事例発表
　　　  招待発表 ソニーストレージメディアマニュファクチャリング（株）（宮城県多賀城市） 

　　　  参加チームと発表の概要は裏面をご覧ください。

　　　  　 16：05～16：20〈会場レイアウト変更〉

交流会  発表者への質問は交流会で。名刺交換もどうぞ！

　　　　　　　　17：30 閉 会

■お申込み・お問合せ先

私のかいぜん発表会実行委員会事務局
〒997-0015 鶴岡市末広町３番１号（公財）庄内地域産業振興センター内

TEL：0235-23-2200 FAX：0235-23-3615
主催：私のかいぜん発表会実行委員会、公益財団法人庄内地域産業振興センター
実行委員企業／ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング（株）〈代表〉、秋山鉄工（株）、（株）アサヒニイズマ、OKIサーキットテクノロジー（株）、
オリエンタルモーター（株）、（株）グローバルマシーン、（株）シンクロン、（株）スタンレー鶴岡製作所、ティービーアール（株）、マーレエンジンコンポーネンツジャパン（株）

共催：鶴岡市　後援：酒田市、鶴岡商工会議所、酒田商工会議所、出羽商工会、ＱＣサークル山形地区、山形県工業会、庄内工業技術振興会

この発表会は…　各職場で日ごろから取り組んでいる『かいぜん活動』を発表しあい、お互いに

交流を深め地域全体で成長していこう！と、地域企業の発意で2008年から開催して来ました。より多く

の参加者に役立つ情報をわかりやすく提供することを目標に、実行委員会をつくり実施しています。

「他社ではどんな活動が行われているのか？」「これから何をすればよいのか？」―この発表会に参加

すると、きっと新たな『かいぜん活動』のヒントが得られるはずです。

今回は第10回を記念して県外から招待発表もあります。皆さんお誘いあわせのうえご参加ください。

第10回

私のかいぜん
発表会

あなたの仕事にみんなの知恵を結集!!
仕事がはかどるアイデアがここにあります。

13：00～17：30（12：30より受付開始）11/18
2017

土
■ 会 場

マリカ市民ホール
　JR鶴岡駅前 マリカ西館３階

■ 定 員

250名 ※お申込みは先着順に受付

■ 申込締切／11月15日（水）  

■ 参加費用

１企業につき 2,000円
 個人参加の場合 １人 1,000円

駐車場のご利用について　
お車でご来場の方はマリカ立体駐車場を
ご利用ください。
混雑が予想されますので、乗り合わせにご
協力をお願いします。
駐車券は無料券（当日限り有効）と交換しま
すので発表会の受付までご持参ください。

■ 会場案内

マリカ西館３階
市民ホール
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その仕事、もぅかりまっか？

参加者氏名

※参加者が多数の場合は名簿を添付してください。
　（様式は問いません。）

会社・事業所名

申込担当者

連 絡 先

※参加するものを○で囲んでくださいフリガナ氏名

氏名

氏名

氏名

氏名

氏名

〒

TEL　　　　（　　　　）　　　　　FAX　　　　　（　　　　）
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フリガナ

フリガナ

フリガナ

フリガナ

フリガナ 所属部署・職名等

発表会  ・  交流会
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発表会  ・  交流会

発表会  ・  交流会

発表会  ・  交流会

【情報の取扱い】 この申込書に記入いただいた情報は、発表会の実施に関する事務連絡、参加者名簿の作成に限り使用するものです。

←個人参加の場合
　チェック□して
　ください。

参加料を持参する方１名に
 ◎ 印をつけてください。

下記のとおり参加を申し込みます。

顧客が異なると作業するシステムも手順も
違い、顧客ごとに作業者が専任化していま
した。この専任化に着目し、負荷変動に
チームで柔軟に対応できる体質【マルチス
キル化】に取り組み、作業者のスキルアッ
プにつなげた活動内容を発表します。

出荷作業のマルチスキル化

今回の標的は難削材料「電磁純鉄」！ 思っ
ていたよりなかなか厄介なヤツだぞ！ 工
具はボロボロ、加工者はクタクタ、納期は
メラメラ…　今回は不採算生産を克服し、
コスト削減を実現した我が術師による錬金
術ならぬ改善術をご披露いたします。

現状のラインに満足することなく、更に良
くするために合理化改善を行い、生産性向
上をひとつの目標に取り組んでいます。そ
んな中でメンバー全員でアイデアを出し合
って、１個当たり工数を削減させるため取
り組んだ改善事例を発表します。

１個当たり工数の削減
日々の作業で時間がかかっているのは何か
に着目し、その中で取り上げられたのが在
庫管理でした。もっと効率よく作業できな
いか、無駄な時間はかかっていないかを検
討し問題を取り上げ、かいぜんに取り組ん
だ内容を発表します。

多品種少量管理

「設備の稼働率を向上させたい。」との思
いから、やりにくい作業や時間の掛かる作
業を洗い出し、少しでもムダを減らせるよ
うに活動しました。
メンバーの知恵を集めて改善した内容を発
表します。

電気試験機の稼働時間向上
自分たちは「作業」と「仕事」の区分けが
できているのだろうか？　
全社的な改善活動を活用し、部品や購入品
の受け入れ業務を題材に「働き方に付加価
値をつけていく」活動事例を紹介いたしま
す。

働き方に付加価値をつける

工程間の物流が途絶え、探し物が多い職場
でした。いかに探すムダを無くすかが課
題となっていました。社内でＱＣサーク
ル活動をスタートするきっかけとなり、
全社あげてのかいぜんの第一歩となった事
例を発表します。

工程間物流の構築
発表テーマ 発表テーマ

発表テーマ発表テーマ

発表テーマ発表テーマ

発表テーマ

発表チームの紹介
７つのチームがそれぞれに
知恵をしぼり取り組んできた
『かいぜん活動』を発表します。

送信先／実行委員会事務局
(公財)庄内地域産業振興センター

FAX 0235-23-3615
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ＳＹＫ
［株式会社ＪＶＣケンウッド山形］

Team みんなでワッショイ
［株式会社トガシ技研］

Team

UPDEIGHT
［ソニーストレージメディアマニュファクチャリング株式会社］

（宮城県多賀城市）

Team電気グルーヴ
［ＯＫＩサーキットテクノロジー株式会社］

Team

鋼の改善術師
［株式会社アサヒニイズマ］

TEAM KOBAYASHI
［株式会社庄内ヨロズ］

TeamTeam TEAM BANE屋
［鶴岡発條株式会社］

Team

第10回記念

招待発表

参 加 申 込 書●第10回私のかいぜん発表会

交流会では
リラックス

した

雰囲気で発表チー
ムのメンバーに

直接質問ができます。

本音の質疑応答の中に改善活動

推進のヒントが見つかるかも。

名刺交換もどうぞ。


